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研究成果の概要（和文）：本研究では、アジア・オセアニア地域における家屋の空間利用の特徴と、食をめぐる
諸実践を比較・考察し、そこで構築される人間関係の動態を明らかにした。研究の初年度は、海外調査に基づ
き、家屋の物理空間のデザインに対する歴史的意味づけとその変遷についての議論の深化が図られた。その後、
新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、海外調査を十分に行う事が出来なかったが、文献研究を深め
た。綿密な文献研究に国内調査の実施を加わえ、海外と国内のフィールドの比較研究による分析を行い、家屋と
食の関係・家屋の空間利用とそれに関わる身体イメージあるいはジェンダーについての研究が進展し、新たな視
角での研究成果に繋がった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we compared and examined the characteristics of the use of 
space in houses and various practices related to food in Asia and Oceania. We also clarified the 
dynamics of human relationships that are constructed there. In the first year of the study, based on
 our overseas research, we deepened our discussion of the historical implications for the design of 
the physical space of houses and its evolution.Unfortunately, due to the subsequent spread of 
COVID-19, we were not able to conduct sufficient overseas surveys. However, we were able to carry 
out an in-depth literature study. We added a domestic survey to our literature research, and 
conducted a comparative field analysis between overseas and domestic fields. We have advanced our 
research on the relationship between houses and food, the use of space in houses, and the body image
 or gender related to the use of space in houses, leading to research results from a new 
perspective.

研究分野： Cultural Anthropology

キーワード： 食実践　住空間　つながり　アジア・オセアニア　文化人類学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、文化人類学における親族研究において、親族関係を、「状態（～である）」というよりもむしろ「生
成（～になる）」に注目して理論化する一連の「つながり」論の議論の延長線上に位置づけられる。
住まい（建造物としての家屋）の物理的特徴と、そこで展開される食をめぐる諸実践を比較・考察することを通
じ、遊動的な都市居住、多角化するジェンダー、複雑化する身体イメージ、といった現代的な空間的で生成展開
される人間関係の多様性を明らかにすることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、アジア・オセアニア諸地域において社会を理解する枠組みとして、家屋空間での共在を基
礎とする「イエ（house）」概念が、有効な視座を提供することが明らかとなってきた。しかし
「イエ社会（house society）」論は、概して伝統的な家屋のみを対象としており、世界中で現実
に見られるドラスティックな社会変容とそれにともなうドメスティックな社会空間の動的編成
を十分に議論に組み込むことができていない。 
そこで、本研究は、都市化、生活の近代化、移民、民族集団の混住といった世界中で現在進行中
の生活世界の再編を、イエ空間／関係の構築に着目して考察する。その際、特に注目するのが食
実践である。食をめぐる共同行為は、イエの関係を外部へと開き、内部に閉じるマテリアルな実
践である。本研究は、この身体-共体的（corpo-real/-rate）な関係が、現在、いかなる変容を遂
げつつあるかという問いに、個々の具体的事例から応答することを目指したのである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では先行研究限界を乗り越え、新たな民族誌的資料を提示し、その理論的発展を試みるこ
とを目的とした。 
第一に、人の移動やモノのやり取りといった文化交流の観点から社会空間としての家屋に焦点
を当て、そこで展開される①イエ空間／関係の境界を開き／閉じる食実践を通文化的に比較分
析する。 
第二に、いわゆる親族関係のみならず、宗教集団や、近隣関係、都市的状況に暮らすマイノリテ
ィなど、多様な事例を幅広く対象に含める。これらの事例では、共在（イエ）と食を通じた関係
は、容易に親族集団や民族集団を越えて広がってゆく。この「越境」する共同性は、従来の公共
圏と親密圏をめぐる二元論的な枠組みに疑問をなげかけ、オルタナティブな議論を形成する。 
第三に、19 世紀から 20 世紀にかけての近代都市の成立、移民・移住・出稼ぎといった流動的な
居住形態、遊動民の定住化といった事象を研究対象とする。それによって「イエ社会」論やサブ
スタンス論においては対象とされなかったグローバルな新たな現象を把握する。そこから「イエ」
関係の外延と重層性の変化、そして人々の居住空間に対する認識の転換がいかに生じるか／生
じないかを問う。 
このように、①通文化比較、②多様な共同性のあり方への視点、③グローバルな現 
象の把握という 3 点から、家屋の空間利用の特徴と、食をめぐる諸実践を比較・考察し、これを
通じて構築される関係性の動態を、現代的な空間的・歴史的な広がりと深みの中において立体的
に把握することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
本研究課題は、フィールドワークに基づく実証研究である。現地調査に基づき、食をめぐる様々
な社会的行為が、いかにして当該社会の集団内部の連帯、断絶、分節、差異化をもたらすかを明
らかにするだけでなく、それらの実践と社会空間との相互構成的な関係を実証的に分析し、通文
化的比較研究を行うことを目指す。そのため、「つながり」概念と食文化についての豊かな研究
蓄積がある東南アジア地域の研究者を中心に研究組織を構成し、さらに隣接する東アジアやオ
セアニアで問題群を共有する研究者を加え、相互に刺激できる下記のような研究組織を構築し
た。 

 （図中の構成員の肩書・所属は研究課題申請当時のもの） 
 
●東南アジア： 
マレーシア・華人社会の住宅団地における居住形態と食生活（櫻田） 



東マレーシア・ドゥスン族の家屋・家財の変容と酒宴（三浦）、 
インドネシア・西カリマンタンにおけるオープンハウスと異民族間関係（横田） 
カンボジア・ラオ社会における発酵食品とエスニシティ（山崎） 
●東アジア： 
中国広東省の元水上居民の居住形態の変化と食（稲澤）、 
台湾中部における国際結婚家庭の食をめぐる交渉（横田） 
●オセアニア：ニューギニア高地民社会における近代家屋への転換と食生活（深川） 
 
４．研究成果 
 
本研究では、アジア・オセアニア地域における家屋の空間利用の特徴と、食をめぐる諸実践を比
較・考察し、そこで構築される人間関係の動態を明らかにした。 
研究の初年度は、海外調査に基づき、家屋の物理空間のデザインに対する歴史的意味づけとその
変遷についての議論の深化が図られた。その後、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、
海外調査を十分に行う事が出来なかったが、文献研究を深めた。綿密な文献研究に国内調査の実
施を加え、海外と国内のフィールドの比較研究による分析を行い、家屋と食の関係・家屋の空間
利用とそれに関わる身体イメージあるいはジェンダーについての研究が進展し、新たな視角で
の研究成果に繋がった。 
なお、本研究は、文化人類学における親族研究において、親族関係を、「状態（～である）」とい
うよりもむしろ「生成（～になる）」に注目して理論化する一連の「つながり」論の議論の延長
線上に位置づけられる。住まい（建造物としての家屋）の物理的特徴と、そこで展開される食を
めぐる諸実践を比較・考察することを通じ、遊動的な都市居住、多角化するジェンダー、複雑化
する身体イメージ、といった現代的な空間的で生成展開される人間関係の多様性を明らかにす
ることができた。 
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